
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
と
は
、

病

原

性

レ

プ

ト

ス

ピ

ラ

（L
e
p
to

sp
ira

in
te

rro
g
a
n
s

）

と
い
う
細
菌
を
原
因
と
す
る

人
と
動
物
の
共
通
感
染
症

の
こ
と
で
す
。
日
本
で
は
関

東
よ
り
西
で
の
発
生
が
主
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
あ
ま
り

聞
き
な
れ
な
い
感
染
症
か
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
最
近

だ
と
2
0
2
1
年
10
月
末

に
逗
子
市
で
発
生
し
、
レ
プ

ト
ス
ピ
ラ
に
感
染
し
た
犬
が

１
頭
死
亡
し
た
と
い
う
届
出

が
あ
り
ま
し
た
（
血
清
型
は

不
明
）
。
犬
で
の
発
生
状
況

は
減
少
傾
向
で
よ
く
知
ら

れ
て
い
な
い
感
染
症
の
た
め
、

こ
れ
を
機
会
に
お
話
し
し
よ

う
か
と
思
い
ま
す
。

レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
は
、
２４

の
血
清
群
と
２
５
０
種
類
以

上
の
血
清
型
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
然
界
に
お
け
る
保

菌
動
物
は
、
げ
っ
歯
類
を
は

じ
め
と
す
る
野
生
動
物
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
動
物
の
尿
に

含
ま
れ
る
病
原
体
に
汚
染

さ
れ
た
河
川
や
土
壌
ま
た
は

水
に
接
触
し
た
動
物
が
経

口
・
経
皮
的
に
感
染
す
る
こ

と
が
多
く
、
空
気
感
染
な
ど

は
起
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

以
前
か
ら
、
台
風
な
ど
の
河

川
の
増
水
時
に
保
菌
動
物
の

生
息
域
か
ら
環
境
中
に
レ
プ

ト
ス
ピ
ラ
が
広
が
る
た
め
、

秋
を
中
心
に
発
生
が
多
く

認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

動
物
は
感
染
す
る
と
、
黄

疸
・
出
血
・
腎
不
全
等
の
症

状
を
伴
っ
て
急
性
経
過
を

示
す
タ
イ
プ
と
、
感
染
し
て

も
ほ
と
ん
ど
症
状
を
示
さ

ず
に
菌
を
排
出
し
続
け
る
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

数
週
間
〜
数
年
に
わ
た
っ
て

尿
中
に
菌
を
排
出
す
る
例

も
み
ら
れ
ま
す
。
通
常
、
犬

に
感
染
す
る
と
、
感
染
か
ら

４
日
程
度
で
菌
血
症
を
起

こ
し
、
７
日
程
度
で
種
々
の

症
状
（
黄
疸
・
食
欲
不
振
・

元
気
消
失
・
発
熱
・
嘔
吐
な

ど
）
を
示
す
よ
う
に
な
り
、

感
染
か
ら
１０
日
程
度
経
過

す
る
と
抗
体
の
上
昇
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
２
週

間
程
度
す
る
と
尿
中
へ
菌
を

排
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
経
過
は
個
体
の

抗
体
保
有
状
況
に
よ
っ
て
も

変
わ
っ
て
き
ま
す
。

診
断
方
法
は
主
に
２
種

類
あ
り
ま
す
が
、
診
断
が
確

定
す
る
前
に
死
亡
す
る
例

も
多
く
検
査
結
果
の
解
釈

が
難
し
い
た
め
、
簡
単
に
判

断
が
で
き
ま
せ
ん
。
ち
な
み

に
、
一
つ
は
尿
や
血
液
を
用

い
て
P
C
R
法
を
用
い
た
遺

伝
子
検
査
で
す
が
、
血
清
型

ま
で
は
わ
か
ら
な
い
方
法
で

す
。
も
う
一
つ
は
血
清
中
の

レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
の
抗
体
検
査

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
有
効
で
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て

い
れ
ば
1
0
0
％
安
全
と
い

う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
日
本
で
使
用
可
能
な

犬
用
の
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
ワ
ク

チ
ン
に
含
ま
れ
る
血
清
型
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

異
な
る
血
清
群
の
ワ
ク
チ
ン

は
有
効
で
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
実
際
、
2
0
1
7
年

の
大
阪
府
内
で
発
生
し
た
集

団
発
生
事
例
で
は
、
レ
プ
ト

ス
ピ
ラ
症
に
感
染
し
死
亡
し

た
犬
の
９
頭
中
４
頭
は
レ
プ

ト
ス
ピ
ラ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
て
い
ま
し
た
。

レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
感
染
症

は
、
死
亡
率
が
高
く
人
に
も

感
染
す
る
病
気
で
す
の
で
、

蔓
延
防
止
の
た
め
に
も
、
感

染
予
防
に
各
自
が
接
触
を

控
え
る
、
消
毒
、
ワ
ク
チ
ン

な
ど
総
合
的
に
対
策
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

（
顕
微
鏡
下
凝
集
試
験
）
で

す
が
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ

て
抗
体
が
検
出
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
た
め
解
釈
が
難

し
い
方
法
で
す
。
そ
の
た
め

確
定
診
断
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
血
清
型
が
不
明
な
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

治
療
に
は
、
抗
菌
薬
療
法

が
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
が
、

死
亡
率
が
高
く
、
特
に
重
症

例
で
は
治
療
初
期
に
死
亡
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
感
染
し

な
い
よ
う
に
未
然
に
防
ぐ
予

防
対
策
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
ま
ず
消
毒
で
す
が
、
レ

プ
ト
ス
ピ
ラ
は
水
の
中
や
湿

度
の
高
い
環
境
で
は
長
期
間

生
存
可
能
で
す
が
、
熱
、
乾

燥
、
各
種
消
毒
薬
に
は
弱

く
、
一
般
的
な
消
毒
法
（
次

亜

塩

素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
、

ヨ
ー
ド
、
逆
性
石
鹸
な
ど
）

で
消
毒
可
能
で
す
。
さ
ら
に

犬
の
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
の
発

症
と
重
症
化
の
予
防
に
は
、

（
オ
ハ
ナ
動
物
病
院
）お問い合わせ：市民健康課　TEL：0467-61-3943（直通）

楽しんでいますか？
お子さんとの食事の時間

　お子さんとの食事の時間は楽しめていますか？乳幼児期は栄養バランスや

量、形態、好き嫌いなど、悩みはつきない時期ですが、まずは楽しい食事の

時間を過ごしてもらえたらと思います。ちょっとした工夫でよく食べてくれる

ようになったり、食事の準備が楽になったりしますよ。

★離乳食はお口の機能の発達（飲み込み方、舌の動かし方、唇の使い方など）

に合わせて、形態をステップアップしていきます。焦らずに、少しずつ、い

ろいろな種類を試しながら、量を徐々に増やしていきます。

★ベビーフードも大いに活用してください。ベビーフードは味付けが濃いの

では？という質問をいただくこともありますが、食塩相当量は月齢に適した量

に管理されています。おでかけの時や、災害

時を見据えて、また保護者の体調不良の時に

も慌てなくて済むように、おうちにストックが

あると安心ですね。

初期の離乳食教室

（４～５か月になるお子さん対象）

後期の離乳食教室

（９～11か月になるお子さん対象）

★食べ物を与えるときには保護者に確認してから

食物アレルギーを持つ子どもや、むし歯予防などのために甘いお菓子や

ジュースなどを控えている子どももいます。「これはあげてもいい？」と保

護者に一言確認してからあげるようにしましょう。

人
と
動
物
共
通
の

細
菌
感
染
症

レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
と
は

さ
ま
ざ
ま
な
臨
床
症
状

病
原
診
断

治
療
・
予
防

最
後
に

離乳食について

幼児食について

　幼児食になると大人とほとんど同じメニューが食べられるようになってきま

す。味付けは大人の半分程度に、油の量が多すぎないように工夫できるとよ

いでしょう。味や食感、うまく噛めないなど、食べにくいものもありますので、

無理強いはせずに、周りの大人がおいしく食べているところを見せてあげた

り、「おいしいね」など声かけしてあげたりしてみましょう。

お米の上に野菜をのせて、水を入れて炊くとおか

ゆと蒸し野菜が一緒にできます。野菜は月齢に合

わせて裏ごし、荒つぶし、一口大にしたり、噛みに

くいものは細かく切ったりなどして、冷凍保存して

おくと便利です。

　電話相談を随時お受けしています。困ったときはひとりで悩まず、お気軽

にお電話くださいね。

周りで見守る人（親族や地域の人など）たちへのワンポイントアドバイス

離乳食に関する動画や

教室で配布している

リーフレットはこちらから

離乳食に関する教室

湘
南
獣
医
師
会

塚
越

篤

犬
の
レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症
に
つ
い
て
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